
さいたま市立宮原小学校 
 
学校だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

６学級１８２名の１年生

が宮原小学校に新しい仲間

として入学しました。 

式では、おめでとうござ

います」という来賓の方の

言葉に、「ありがとうござ

います」と体を向けて、声

をそろえて返事をしている

姿が印象的でした。 

在校生を代表して、２年生が、１年生を迎える言葉と

「はじめの一歩」の歌で新入生を歓迎してくれました。 

 

 

「１年生を迎える会」が行われま

した。花のアーチをくぐり、大勢の

お兄さん、お姉さんの前で緊張して

いる様子でしたが、１年生を迎える

校歌の合唱や６年生からの「ルパン

三世」の合奏がプレゼントされる

と、嬉しそうでした。１年生からも

歌と「おにいさん、おねえさん、よ

ろしくお願いします。」と大きな声

での挨拶がありました。 

 

 

 

 親善球技大会がありました。６年

生は、これまでの練習の成果を発揮

し、大宮別所小学校の６年生との親

善を深めるとともに、最上級生とし

ての自覚をもち、学校の代表として

精一杯取り組む姿が見られました。 
 

 

 

交通安全教室を実施しました。１年生は信号のある交

差点や信号のない横断歩道の渡り方等について、また３

年生は自転車の安全な乗り方について学習しました。交

通教育指導員の分かりやすく丁寧な話から「正しい交通

ルール」について理解することができました。 

 

 

 

 

 

 

４年生が、大宮北消防署へ見学に

行きました。 

 ポンプ車や災害救助車、消防署内

の様々な装備や設備を見学したり、

防火服の着用体験をしたりすること

を通して、火事を防ぐ工夫について

考えることができました。 

 

 

 ２年生は、生活科の授業で「よろ

しくね集会」を行いました。歌や遊

びなど１年生を迎える活動を行うこ

とを通して、２年生に進級して役割

が増えたことを実感している姿が見

られました。 

 

 

 

 学年が一つ進級すると、新しい勉強

や活動がはじまります。 

４年生からは、クラブ活動が始まり

ます。これからの活動に期待して目を

輝かせている姿が見られました。   

５年生は、委員会活動に取り組みま

す。学校全体にかかわる活動のため、

責任をもって取り組んでいこうとする

姿が見られました。 

新しいことを始めるときは不安にな

りますが、何事にも積極的に取り組ん

でほしいと思います。 

 

 

 安心メールの登録について  

本校では、「さいたま市学校安心メール」システムを導

入し、学校から災害、犯罪、不審者等の緊急情報を配信し

ております。まだ、登録をされていない方は、ぜひ登録し

ていただきますようお願いいたします。不明な点は、担任

までお問い合わせください。 

 家庭訪問の実施について  

５月９日（月）～１７日（火）に家庭訪問を実施します。   

短い時間となりますが、ご協力よろしくお願いします。 

5/28 学 校 公 開 日  

５月２８日(土)は、学校公開日です。多数のご参観をお

待ちしております。また当日は、引き渡し訓練を行います。

詳細は別途お知らせします。 
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学校教育目標 心身ともに健やかで主体的に生きる子どもの育成  
・たがいに努める子・たがいにきたえる子・たがいに手をとる子 

 

新しい環境の中で 
校長  新堀 栄  

 

校庭の桜の花が散った後、薄緑色の新芽が芽吹き出し、新たな生命力を感じさせ

てくれます。大型連体が始まっていますが、色鮮やかな若葉が緑色に輝く日もすぐ

そこに来ているようです。 

早いもので、新学期がスタートして１か月が過ぎました。始業式、入学式、1 年

生を迎える会、授業参観、６年生親善球技大会等、行事の多い４月でした。１年生

もすっかり学校生活に慣れ、また２年生から６年生もそれぞれに新しい学年に進

級し、落ち着いて学習している姿や意欲的に活動している姿が随所に見られます。 

さて、このように、子ども達一人ひとりが夢と希望をもって、新しい生活を始め

ましたが、お子様のご家庭での様子はいかがでしょうか。新しい環境に徐々に慣れ

てきた頃で、楽しい学校生活を送っていることと思います。しかし、子どもたちは、

日々の生活の中で思いどおりにならないことにたくさん出会います。勉強のこと、

遊びのこと、友達とのことなど、むしろ思いどおりにならないことのほうが多いの

かもしれません。 

そのようなとき、どのように折り合いをつけていくのか、折り合いのつけ方を学

ぶことも、これからの生活の上ではとても大切なことだと思います。 

さいたま市では、「人間関係プログラム」を３年生から実施し、この折り合いの

つけ方を学習しています。このスキルを基に、実際の場面で実経験を積んでいくの

です。そして、思いどおりにならないことを乗り越えながら、子どもたちは、次第

に成長していきます。 

しかし、短期的にみて、すぐに相談し、解決した方がよいこともあると考えます。

そのような時には、ぜひ、学校に相談してください。随時、担任・養護教諭・スク

ールカウンセラー・管理職等、相談内容によって対応いたします。また、毎月の教

育相談日を活用していただければと思います。 

子どもたちが、「学校に来ることが楽しい」と思えるために、わずかな心配事も

取り除いていきたいと考えております。 

家庭数配布 

平成２８年５月２日 第２号 

今月の生活目標 
 

「落ち着いて生活をしよう」 

朝会で、「落ち着いて生活をするために、ど

んなことに気をつけていますか。」という先生

の問いかけに対して、代表児童から「時間を

守る。」「廊下を走らない。」「元気に外で遊

ぶ。」などの答えが返ってきました。どのよう

に過ごしたらよいか、ご家庭でも話題にして

みてください。 


